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【一般講演・講演者の方へ】

1)使用できるプロジェクターは2台です。

2)ス ライドはすべて研究会開始20分前までに受付にお渡し下さい。

3)ス ライドホルダーは受付でお渡しします。

4)講演の割り当て時間は10分 (予鈴 9分……青ランプ、終鈴……赤ランプ)、

討論時間は2分です。

5)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。



第 6回歯科衛生研究会プログラム

日 時 平成8年 12月 5日 (木)17時30分～18時54分

会 場 日本歯科大学新潟歯学部 112教室

〔講演時間10分、質疑応答時間2分〕

【開会の辞】

〔17:30～ 17:42〕

1.乳歯エナメル質の組織構造の再検討

新潟短期大学 ○高橋 正志

新潟歯学部・日外Ⅱ  森  和久

新潟歯学部・解剖 I  小林  寛

〔17:42～ 17 :54〕

2.食品の蛋白質分解酵素と唾液の相互作用

新潟短期大学 ○佐野紀代子、

〔17

伊勢村知子

ア:54～ 18:06〕

3.顎間固定患者における口腔衛生管理に関する検討

新潟短期大学 ○斎藤真由美

麻生歯科  扇谷 由香
新潟歯学部附属病院・歯科衛生科  池田 裕子、坂上美恵子、

高山夕見子

新潟歯学部・日外Ⅱ  森 和久

〔18:06～ 18 : 18〕

4.低発泡性 0低香味組成、フッ化物配合歯磨剤の使用感と歯磨剤に対する意識調査

新潟短期大学 ○佐野 恭子、大田 裕美、

高瀬  恵、土田江里子、
中野 英子

〔18 :18～ 18:30〕

5。 各種仮封材の封鎖効果に関する検討
～粉液比による影響について～

新潟歯学部附属病院 0歯科衛生科 ○柴崎 知子、吉本す真紀子、
・  小川 和子、八子 祥子

新潟歯学部 0保存 I  江面  晃
新潟歯学部 。保存Ⅱ  長谷川圭介



〔18:30～ 18:42〕

6.急性歯周膿瘍症例の治療経験
～初期治療のみで治癒が得られた一症例～

新潟歯学部附属病院 。歯科衛生科 〇小山由美子、内田 美江、

北神祐美子

新潟歯学部・歯周  長谷川 明

〔18:42～ 18:54〕

7.歯科保健分野での国際医療協力における歯科衛生士の役割
～NGOの活動を通して～

新潟短期大学 ○金田 千恵

【閉会の辞】



乳歯エナメル質の組織構造の再検討

○高橋正志、 (新潟短大)、 森 和久 (新潟・

日外Ⅱ)、 小林 寛 (新潟・解剖 I)

[目 的]乳歯は永久歯よりもう食に罹患し易く、

う食予防の観点から乳歯の組織構造の特徴が注目さ

れる。そこで、今回は、う食予防の観点から乳歯の

エナメル質の組織構造について詳細に再検討するこ

とを目的とした。

[材料と方法]材料として、抜去後、ただちに10

1%中性ホルマリンで固定され
～
ヒトの乳歯を使用し

|た 。咬顕収および切縁の中央を通る頬 (唇)舌側方
1向の研磨標本を作製し、偏光顕徴鏡で観察レた。ま
た、向―標本の研磨面を10%N=OClで 1時間処理後、
.0.05N EClで 3分間腐食し、水洗、アルコール脱水
|し、臨界点乾燥したのち白金蒸着を施し、S-800型

1菅
奮髪運′品 苦な事解薔:梶嚢せF高曇2τ電理基

電顕で観察した。

[結果]偏光顕微鏡による観察では、シュレーゲ

ルの条紋は乳歯よりも代生歯で発達が悪かった。す
べての標本でエチメル質深層では横紋が明瞭であり、

エナメル質表層には無小柱エナメル質が認められた。

無小柱エナメル質の領域は乳切歯および切歯では比

較的少なかった。乳自歯よりも代生歯で無小柱エナ

メル質が多く分布 していた。走査電顕による観察で

は、類円形の小柱断面をもつ内層エナメル質H帯の

小柱鞘と小柱体の酸腐食度のちがいは乳歯よりも代

生歯で大きかった。U字形の小柱断面が平行配列す

る内層エナメル質Hl帯の小柱断面の直径は乳臼歯
よりも乳切歯で、また大臼歯・小臼歯よりも切歯で

大きからた。代生歯よりも乳歯で小柱鞘がこわれや

すい傾向がみられた。乳歯のエナメル質表層では無

小柱エナメル質が薄く、この直下まで小柱構造が明
瞭で、小柱断面の直径は申層エナメル質よりも大き
かった。エナメル質表層の割断面では代生歯よりも

乳歯で小柱構造が明瞭であった。
[考察]ヒ トでは乳歯よりも代生歯で歯の形態の

退化が進んでいると考えられているので、両者のシュ
レーゲルの条紋の発達のちがい、およびエナメル質
表層の無小柱エナメル質の厚さのちがいは、この退
化による機能の低下度のちがいに関連しているもの

と考えられる。乳歯の方が有機成分が多いにもかか
わらず、代生歯よりも乳歯の方が酸に対する抵抗力
が弱く、う食に罹患し易いが、これは撃L歯の有機成

1分 と結品の配列の定向性が代生歯よりも低いためと

推察される。

食品の蛋白質分解酵素と唾液の相互作用

○佐野紀代子、伊勢村知子 (新潟短大)

雄昌婆逸雹潜熟ま拿彦曇2二秋宅嚢事琴
分

にした。

踵¥:5費レ孝う軍fttζ ttτ二毛ぢ亀
言乳亀霞喜覇黎褒董ギ努畠業班追曇9てぃ
12:ヨ鰤

`:ξ

」書

`畠

提ョ質華|ま逢象曇L典‐
急貢:::受

割を拠巨っているのでしまないかと1思
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顎間固定患者における口腔衛生管理に

関する検討

○斎藤真由美 (新潟短大)、 扇谷由香 (麻生歯
科)、 池田裕子、坂上美恵子、高山夕美子

(新潟・附院 0歯衛科)、 森和久 (新潟・日外I)

極竿言為薔
"異

霜響冨喬重異房髪窪Fし早常奮目是に
裏皇雪零壁昇零百ギ蓑島畠燿急暑に対する日腔衛

生指導に歯科衛生士は関与 しておらず、顎問固定患 |

言塁塁言〕菫重言曇曇I:::せ :倉を:牟「曇撃
・究を行ったので報告する。
[対象]1995年 12月 中旬から1996年 2月

:i:言言::ili言
言量彗彙鼻:彙受堡警曇暑曇

[方法]顎間固定施行患者を目腔衛生指導法により
当科で現在行われている方法 (以下A法 )と 、文献
上有効とされている方法を再検討して今回新たに考
案した方法 (以下B法 ).の 2群に分け、比較検討し
た。
A法 :1日 3回毎食後にブラッシングを実行する

ように指導するが、プラッシング方法について具体
的な指導はなく、使用歯プラシはPR∝ PEC YOⅢG(矯
正用)|と した。その他に、ウオータービックを併用
したがその際も具体的な指導はなっかた。
B法 :口腔衛生に関する患者教育を行った後、 1

日3回毎食後にブラッシングを行うように指導管理
し、プラッ.シ ング方法についてはスクラビング法を
指導、使用歯プラシはDEM.EX slinhead 3311と し
た。その他に、ウオータービックを併用したが、そ
の際チップの当てる位置をヮイヤーと歯面の間に合

な基F暮姦憲嵩薄た嘉沓管モ3E琴 2EEtた夕
。

各方法における日腔衛生状態の評価方法は、0'Lea

l 轟轟蒲彎ヾ
4症例、 B法が 5症例であった。

果F賛窪尊哲F霧曇需基墨易量墓燿讐百響勇以上奪
客通尭キ3ザミ謀雲後たこ5管録競皇警等百晃鳥を

低発泡性・低香味組成、フッ化物配合歯磨剤の

使用感と歯磨剤に対する意識調査

○佐野恭子、太田裕美、高瀬恵、土田江里子、

中野英子 (新潟短大)

【
R彎。豪庭響塁異言告装裏百努撃携讐個:・襲
リツタLi奪罪毒賃暑ふ奪こ昇あな単雀早′菫ぢ、

民営憲:季ヨ漱[:黒[:F撃脅l:讐 i署き・
ろ
百雪呈暴調査はt薬効成分として広く応用さ

れているフッ素を配合した歯磨剤をもちいて、

【結果と考察】
よ
普震農驚3零奮言喜鶴1と比較っ

iJこ11言基曇[署 :量を二季貫]嘗i:[
考

争ぇり,柔含有のため再石灰化作用があるこ

とを知らせたところ、 6割以上の人が興味を示
した。その背景には自分自身のプラークコント
ロールでは不足な点を、フソ素の効果により補っ

てほしいという考えがあるのではないかと考え

られる。

な機能羮象等奮発客饉嘉宗話翼奮配雪こビ祟事懸
されるが、歯磨剤 はあ くまで もプラークコン ト

ロニルの補助的手段 として取 り入れ るべ きもの

であ り、歯科衛生士 は歯磨剤 の利点・ 欠点や使

用方法をよ く理解 し、尋者 に指導する必要があ

る。              ¨
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各種仮封材の封鎖効果に関する検討
～粉液比による影響について～

○柴崎知子、吉村真紀子、小川和子、八子祥子

(新潟・附院・歯衛科)、 江面晃 (新潟・保存 I)

長谷川圭介 (新潟・保存 Ⅱ)

【目的】

仮封材(剤 )の性質には唾液や細菌の侵入を許さ

ない確実な封鎖性と咬合圧 に耐えられる機械的強

度が要求される.仮封に用いられるセメント類に

は種々のものが臨床では応用されているが,その

利度には厳密な基準がなく,術者の硬い,柔 らか

いなどの好みで祠度が決定される傾向にあり,欄
度と仮封効果との関係については不明な点が多い。
°
そこで仮封材 (剤 )の粉液比により仮封効果にど

のような影響があるのかについて検討 した .

【材料および方法】
本実験では,1)非ユージノール系仮封材,2)酸

化亜鉛ユージノールセメン ト,3)カルボキシレー

トセメント,4)歯科用 リン酸亜鉛セメントおよび
5)水硬性仮封材の 5種類を選択 した .

各セメントについて ,網度をJIS T-660に 準 しセ
メント円板の直径が 14。 3mmの利度のものを硬め ,

19.2mmを 中等度 ,27。 2日風のものを柔 らかめとし粉
液比を設定 した。これらの網度のセメントを 1条
件につき3歯ずつ填塞 し,硬化ののちサーマルサ
イクリングを行った。 トレーサーとしては0。 器塩
基性フクシン染色液を用い辺縁漏えい試験を行つ
た .

辺縁漏えいの判定は,被験歯を歯冠のほぼ中央
から2分割 して,色素の浸透状態をエリアカープ
メーター(X―plan 360d°Ushikata)を 用いて富洞外
周に対する色素の浸透割合の測定を3回づつ行い ,

漏えい度とした。

【結果ならびに考察】
辺縁漏えい試験で,水硬性仮封材が最も良好で

あり,次に柔らかめの非ユ ,ジ ノール系仮封材 ,

中等度の非ユージノール系仮封材 ,硬めの非ユー
ジノール系仮封材であった。また,漏えいの大き
かったのは,申等度の歯科用 リン酸亜鉛セメント
であった.各セメントでは比較的柔 らかめの利度
|の ものの封鎖性が良好である傾向がみられた .

` 
本実験からは封鎖性は水硬性仮封材が良好であ

るという結果になったが ,宮洞の位置や填塞富洞
外形によつては咬合力が強 く加わる場合などもあ
:り ,臨床状況により使用するセメン トを選択 し,

各セメントにあった租度で練和することによりそ
I

の性質を最大限に発揮すべきである。

急性歯周農瘍症例の治療経験

～初期治療のみで治癒が得られた一症例～

〇小山由美子、内田美江、北神裕美子 (新潟・附

院・歯衛科)、 長谷川明 (新潟・歯周)

【は じめに】

本学菌周治療科では、毎年 450名 前後の新患患者が来院

し、歯科衛生士および臨床研修歯科衛生士も何名かの患者を

初期治療から担当している。

今回は、下顎大臼歯部の急性歯周膿瘍を主訴に来院 した症

例を経験 したので、同部位の治療経過を中心に報告する。

【症例】

患者 :47才、男性                 _
初診 :1995年 8月 2日

主訴 :F部腫脹、疼痛

既往歴 :特記事項なし

家族歴 :特記事項なし

現病歴 :2～ 3日前より上記部位において疼痛、腫腰を生 じ、

当院口腔外科を受診、投薬処置後、当科へ紹介され来院 した。

口腔内所見 :「近心頬側歯肉は発赤、腫脹 し、圧痛があった。

打診痛があり、動揺を認めた。全顎的には、大臼歯部を中心

に4 mn以上の歯周ポヶットが15%存在し、動揺、分岐部病
変も認められた。初診時のプラークコン トロールレコニ ド

(0' Learyら )は 29、 8%であった。

X線写真所見 :全顎的に軽度から中等度の水平性骨吸収があ

り、ま測7近心に垂直性の骨吸収が認められた。
診断:F急性歯周膿痛を伴った成人性歯周炎
【処置および経過】

緊急処置として急性歯周膿癖処置を先行 し、その後より衛

生士による口腔内診査を行った。それに基づいて治療計画を

たて、通法に従い約半年間にわたる初期治療を行った。ブ

ラークコン トロールは、歯間ブラシを中心に行い、並行 して

全顎にわたるスケーリング・ルー トブレーニングを行った。
終了 lヶ 月後、再評価検査を行つた。

急性歯周膿瘍発現部位であったFについては、再評価時
4 rrnの歯周ポケッ トが残存するも、この段階の X線写真所見

で、わずかながら骨の再生が認められ、歯周外科手術・咬合

処置などは行わず、メインテナンスに移行 した。

【考察】

。
.回 の症例では、緊急処置以降、歯科衛生士が初期治療を

担当し、プラークコン トロール、スヶ― リング・ルー トプ
レーニングのみで骨再生まで経験することができた。

現在、 3ヶ 月毎のメインテナンスを行 つており、今後もF
・を中心に定期的な経過観察を行っていく所存である。
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歯科保健分野での国際医療協力における

歯科衛生士の役割  ～NGOの活動を通して～

○金田千恵 (新潟短大)

途上国における医療分野での国際協力への

ニーズは近年増加の一途を辿っており、それ

に伴い歯科衛生士の国際的な歯科保健事業

に参加できる機会 も徐々に増えてきた。そし

てまた、それぞれの国の発育段階に応 じて、

援助の対象地域が多様化 し、活動範囲も多岐

にわたるために、方法論、戦略、予算、組織な

どが異なり、必要とされる人材 もさまざまな

専門分野に求められるようになった。そこで、

歯科衛生士の活動分野 もその例外ではなく

社会基盤整備が比較的進んだ途上国では、日

腔衛生活動の指導者 として、我が国の人材に

期待を寄せることは疑いのない事実と言え

るだろう。しか しながら、国際協力事業には

その独自・の視点と方向性が求められている

ことも事実で歯科衛生士は現場でどんなこ

とができるのか、また参加前にどのような準

備や知識が必要なのかを認識 しておくこと

も重要である。

そこで、 演者は「プライマ リーヘルスケア

の最前線で働いているJと いう認識のもとで

国際協力における歯科衛生士の役割につい

て述べることにした。実際に現場で体験 して

きた歯科保健活動の報告を交えながら現場

から学んだ国際協力事業の在 り方について

考えたい。
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